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•H•R•A‚ •C r‚±‚© •è9 ƒ„(l\ 1‰ \ • gl1 I•K‚¢•û‚ªúV’@‚é‚â‚©•H•e‚µ‚ ƒt‚½•B•¶ 1•F•F—ß•×–E‚Ì—¹ƒ~•j—•Žæ
‚ è • ž — §C3H-7 •Kƒ•ƒŠ•\ /t 1’L•j‚ÆçW•¸‚µ‚É•Bé•”Î‚è–”ƒŠ•ž–p’‰Œ±•H •e•M n”Ÿt ‰“•v‚¶•M•H•M •A•W
‹Ûl ?‚¢ƒN•F•Aƒ~‚©•û–@ 2•f•eI? ATP 7•‹ •[ 1‚¢Ÿùá‚ŸÍŒÜ•O•Ï‰» t ‚à r‚±‚è‚·‚Ì•HúW•A–Ê(}\ t•¿
’ ¼ Œ Ñ ˆ ê • ]:70 ƒŠ•MƒmŠ‰U ” ½ ‰ ž ‹ z á e Ž ßl •HŒÕ–®L r.:. •B‚»‚© •CZ1i ‰Ê•A–Ê(})"•ðŒ•
‰ \ ‰ º ‚ ÉAƒMƒt‚Å 7•Kƒ•ƒŠ •M•^ 1l' Ž æ ‚ è • ž š “ ˜ a • S ˆ ó ‚ é ‚ ±t š“–¼‚ê‚ç‚ê•u‚ÓúVúV•A tŽ Œ ” Z “ x
3‹̂•̀ 1•“•tç–•H•M•M•̂̄ç l •u•F•F•F‰̀ m‹È‚à‚Ÿ•A•AŽæ‚è•ž‘Å‚ª•e•¶•mŽ¦‚µ•A’P•ƒ‚°‘Š–â H™å‚ç‚ê r"•f
‚Á•u‚± •B

ˆÈ L <f' ‚± t t•e ‚ç•A‰h’C•­‹« {f\1 ‚É‰º‚µ‰›‚É•A• ’̄·‘¬“x’@ 1 •ô‚µ•ƒ‘ª•e‰»‚·‚¤‚±‚Æ‚ªúV
”F‚ß‚ç‚ê•u•½•M•f•AƒGƒlƒ‹ƒM '-t ƒƒ•[ƒW•MúV•̃•H“Ôãà 3 ‚ ê • » ‹ © ’ p • P • Èl– t • ô Ž •3 ‚ê•H‚¢‚é t
Œå‚í‚ê‚é•B̂ê•û•Aœj–E”•’”•A ATP Šë•̄ •A—¹ƒ~•jŽ_Žæ‚è•ž•̀ ‚ª•¶—è n”|âJ”_ŽÚƒpg ‰º
‚µ‚¾(:.“Ô‰»‚·‚é‚©''•A 3% 17•f ‚è0•A3% •tŒŒ•HúV l—Ù‚¸‚µ‚à‘Þ‘É“I rœ ú ‰ »t Ž¦ 3 TúV•R•e•A(}\‚ ‚½
‚è‚ÉŒÑ“Ì rj Œw•ß”÷Šû‚©‚ª‚¢•B‹N‚é‚±‚Æ t •½u”ã‚µ•H•A•_‚é•B

212 



3D-6 紐面の細肥今裂におlプる釦肥膜脂質の役割仄つLl7 

中村運- (甲面大・理・生）

原核生物てある細菌 Kおいて，紐肥膜I式紐胞代脅寸の場として更季ば役卯」を果し

てし＼ること 1屯篠采ヵヽヮ推祭されて l¥ ~とごうてある． Lかし／ク〈の研究v、もが
がわヮ町て汎が具1序的k仰）証された事実は乏 Lしl。

細胞疇耐素1ま，その 1這虚異l•生と効字（速度）を保フため V＼ノ 1!i朗包内ては立体的
k屁晋されている。 ての様式の一っとして／展訂べ謝和＼ある， この代耕す禾て991も反］

印環い群閉一足，II尉序て＇’脂護疇号屠四噂め込まれてい 3ごとゥ＼；し」＜

っ心須狂系においてすが＜託明さ叫また他の取且について示咳さ机て口る。

フのさうr這皐鑓訊かりノゅ紅兄扉噂「和宅）生を茨足する和午としてノ
燭狂鰭パ紐楳氏信嗣さ叫 そ洪りの秘素を亙之る脂槙膜樟‘並の意校にフ

いて1文 あま＇）ぅ 1意、、が立がけしていない。 ごの研究の且的I屯 このさうナょ営界の現状
をふまえて／町謹構造が＇紐肥今象徴揖にとのさぅ埒影柑を艮ぼ ＇［つ忌ク＼を／ ＼｛畔

kっいて語］吋 る`ことてある。

この定験に用いた紐面I屯刃腸菌 k12の野l'生型（止が）と変展型（盆企）両株て＂
あフた。匹企麦異 Iず、細胞腹タンパク賃（伍立t タンパ7喧）の災オ員をきたしノフ
リーズ・フラクチャーした紐肥月展ど暇．う闘像銚．て潅見寮戸と／月臭タン）＼゜ク貿位

子の応圧楳式に大き t渡化をも「：：つす。すrふわ互細胞腹パ蹟 2今3層に坪投し

戸刑粒う 1了哨矢し， 脂随麻舘瓜の音矛嘉IJ¥＇拡大している。 ーガ／ 生立¥)わ‘さび` g2A株

疇浚k舟穂燻肪酸を加えると／坐五椋ては生長祖害IJ¥＇あ‘ごる。井に／ ラウリン

酸 (Cl'2.）を作用させた時K窟Lい。した 、^フてI ~下／ ラウリン酸を所］り て戻験を
進めることにした。

“あ‘よび低迅の両株と厨輯拮足しI '~ 孔にラウリ上醍を 1吟／』の痕巖汀迄
ると／旱豆l芯ぽとんど＇母督を受 lナずに印局分裂する力＼ノ 生企株1ま1回の，4，囲胞今

裂tぁ‘こす^ ＇；以後今裟IJP且止さ孔る。 2のさうな現象l屯 DNAぁよび ］`ンパ l隅
合恥くおいてみも汎tた。 し力＞し 脂質合応、1もあまリラウ リン祗亙炉受ナr；がフ

た。 したヵ＼＇フ てノ ラウリン酸孔印包今裂租害屯 DNA庖澄又祖害に起因すること l註月ク

臼ある。次に 1 外郁ヵヽヮ与之たプウリシ酸硲＇腹濯條（リ上脂愧）に取リ込ま汎 、る

がどうがの定策を行ばフた。 その結果1 あぅ今画 v、かな＇）の割合て ＇芦脂肱 I蒻友が取

リ込まれるミとゥゞ わ`ヵ＼フた． この 2と1屯怪級脂肪臨、の取リ込今によジてI Dl~A 合

成に関す"“"の毛•}生ゥ＼房い彰燿を受け 3 ことを示嗅してし＼ J.
本大余て'• I屯 ミしIL0 efJ）実験データを中）＼＇1も 細胞勝代‘耕寸(DNA企叔牙）にあけ3膜
脂梢構造パ意スにつりて論畝すか
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3D-7 単i紐、牲浮ク aレラパ鵡活を国甜哨左

匂讀這 R.＆ P叫戸叫eI ~年追ー（名大／東）
印碑直位レ テ，i核， 菜珠危 くトコ ンド＇／ァ疇 t一 つつ＇つ 有1~ぷ核f①
如‘'/ ft 立子〖的，： t従船名冬的，っ¥ょ＜哨稚す 3.m 栄が含fチTて＂パlqilJ咳養
斥り胡嗜和戌，,.--J: ~ I目一 naIし叫バ iり度も訊し{9い、‘̀/ f乏云各f研下 -z‘‘ グ
他瑾叫—I :;;;..／戸戸＂わった、一 i,鯰りかし？のクレレプり百康往＇
11充仝杖，こつ` ＇て I1§ < ？芍む・'げ'1ん 1‘ ”̀ぢ ミトコン／•"＇／ア＇ ュ つ II で 91 テナ
が'’ ~'/ , 1 " 1> N A 1 を 4 紗9紐•紅 I.,_ 昇 7f俎j -t 9月みかず '1- み，＇。事~ / 知砂‘”T -z,. ^ ク bレう ,F}I弁公}gば／鯰咋，，加以下ず ；`； 7 （い這）／弓吋＂
嘔かl1"--z‘‘'('r̀I乙委えぅトうが ノ` ロ守c|乙｛紐，，，心(J),.i乙L靖z噂 fo
屹へ ら^駕 I ¥噂本か｀キ`い）で 11／必象和＇；浮ゆ屹噂心囀召つこと

が斧`（つで、＇ち 。扶‘々11ク¥;)..レラじ古 ’1Jミトコ ンIヽ，、＇）アの杖危又 ／ミ トつ ン）‘，、1/
匹 1--.Jf.\ 直‘応 う l1 辺研知~J 戸＂／ 訊遠r｛彗バ虚砂息子．｀立
すよ立ぶもや知,I .:_れ口試＼みた．
虹， 5和叫～～ての叩g.i和↑ □立）／ ユ／’ez・； 2 %戸--1且 ＇企
t”乙ャで• 3%包 -a{f心急 1Jュ咋 "d"-'}Iい /R..中 ，¢心tc叶牛）
(Kす＝紐 5)で‘’秀心叫やが→い 次，ュいぶt..,面いだ＇ゥ和半
t,., 1. ff] --v ・ "=位和(/,~％らー又為t て 坑益紐9し1叫t,、 の f叫力も和
心 lユ／yい如ftとへ心翠孫ふ丘げ う`咋 t屁，土し伝 .::..の‘”‘/3%a四 I'v
す 32土 IKr/ 0. S%ら-Nl..て- 16士lkv の面笈庄令圧、灸代公んプ ＇I1 万研‘7i旦 7
ベ.t -xf反l司蒻令忍争 tる乍立lfつ 6 ＝の平ュつ’`？ 'I G, /(勺c{てて＂の→チ公廷の＇炎私 I
砂も反り化ん伍'" n令べ’造程頭口栄養':E I1バ I','C...l.砂乳でいた。
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3D-8 葉肉単紐胞条における T.-o-c.he.o.:ッ e..lement分化こ細胞周
期Z引関連一阻害利による得枡一
油田裕徳／駒嶺棧 （東大・理・植物）

笏紐胞生物における細胞分化と細胞周期の哀括な閉連性につ＼｀て｀主に動物の

埓姜t::.£用じて研究が進め5れてさた．分化全能性に紆 5れるような、 8月5かに動
物細胞と臭なる分化能を毛っ植物紐胞ては、こうした研究はほとんどなされていな

し‘•そこて私た 5 は、ヒャクニ今ゾウし乙迫正仝型旦昇竺 q. cc,..nn0..rッb;Yd)の葉-
肉単細胞条を用し‘て、 Tr-o..che..o..rye le.me.nt (以下呼＼ ℃ TE)分化と細胞周期呪i
連牲について研究を統けてきた。その一針について IJ、先可騎尊会第牡回大会℃‘

根告したが＿今RIれ誼叙測光℃、` 得5れた知見と阻宕剖を用いた史険結果について萩
告する。

すでに報告＼た結果は以下のように専約でさる。

1) TE分化には、オーキシン乙サイ 1-カイニンが哭に必専てあ） ｀丙植物本ル毛

ン孔激によ ')TE分化が託埠される。

2) TE分化にIJ、TE分化に先行する I)NA穫製tMitoSISも、必1月ではない。
3) TE分化と細胞周期の過程l]、I可ー紐胞にあ｀いて同睡に平行して進行し得る。

今国 1-j迂ず、 TE分化の誘導か細胞周期の特定の峙其月におこる可能性を検討す

るために朗徽規j屯によリ出虎婢胞及び分化途中 <J)TEQ)枝<i)DNA含呈ど測定し

た。その結果、出発細胞IJすべ--c.2Cであリ、ホル毛ンによる分化の旅叫lJG，期の

細胞て、おこっていることが示唆された。 TE<i)板<J)DNA含量測定の結果1J、す℃゚`

にオートうジオグラフィによ＇）得 5れた2)、3)<J)耗果を支持するfのて` あった。
エンドウ汲叫月X?コレウスの差を用いた実験条におじて、ONA合氏阻喀

和¥Iこよっ tTE分化が阻害される Lいう事虔がある．そして．これをtって従来1:r
DNA礼笈が丁 El'J]'化に必9臭t‘、あるとしてじた．払たち lj、薬囮単飼胞条にあいて．

DNA杖製がTEの読i1こ必娘てなヽ＾ここをすいこB月5かにした。そこて‘̀`  D N A 
礼製ではなく、分化ダ）開始に直井必要なDNA合成が存在する可it性につじて DN
A合成阻害利を用じて検討＼た。 DNA合八阻害剖のs・,deet和式が閉題となるの

て‘-、 f且胄計位ど戻にする何種類かの阻官利ー DNA([)基咽レベIい‘り合阪阻唐糾
と＼て S-FU、DNAボリメラービ` ol([)阻害中lとして＆YO..C, 1 Aph;dic.olin、2皇
鍍DNA間に茉柿を形成 lてしまう M,tomyC.;nCーを用し‘た。これ5のいずれの
虹利を用じて t、DNA合成を阻害する濃度て‘̀TE形成が阻害さ八た。f且唐剖の
side, e廿江七の可能性が甘を｀とは言えないが、これ5の史験純祟ljTE分化の閉＼

始にDNA合成が閲与していることを示唆＼ている。

更に、 DNA合戎｀に応 KNA合阪、タンバク合氏と丁E分化の関連につじて

阻害割を用じて突駿をおこなった。R-NA合成阻轡吝lこしては、アクチ）マイニノソ
D£ 、タシI¥'ク合八阻害利と＼て 1j、ビュロマイシンとシクロヘキシミドを用じた．

これ5のいずit¥tTE形成を祖唐し、 TE分化にはにNA合八、タンパク合パが失
に人栗てあるここが示された。
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3D-9 
A辺“ふ…との全形A`の祐Il1卸

厄 ll1ィ衣ス-}- (1lい•放ふ• 生功）
和隣ヵ寸 I)4辺必ふ心ん②-Lし（木ソエガサ） t涯冷手島 i嗜

よ＇）森隻し • :::.れと度蛯すが紐綺塁代弔養、し 生和Xの213サむ岱乙 、`突競杵
科t. L "tみ3莉度0"が可;もにか？ T-::.。
ホソエカヴ let. 光l二ぷ？て成‘母がうながマれ3ととも 1-=-.i,ifか進戸促進．<

孔る。長時か遠/-:..よ ）で咋 I名鴨咋幻しPIぶ、こり 終も的に 1バが含しI-X 

句木颯紐胞I貧竺えロrA3。

こ釘直紐果を刹甲して ま命‘生枝輪雌免忍した母1本と作り 尤経身寸によフて ．

がさ及 J給生枝の分化を同潤的におこなわとた。且砂 h<,x姐射rt; I古 力＼い形衣｀
Iい民，の＂＃ぷ圧 (MaMo3)てt秀導マ孔貪ゲ素栄冷寿が師を枝の和l:'..が・
甘ふれる。カサ／）のバ l仄生9直枝玲 C'・彩命共枝可なわち栄尽紅輪l::.向楳承

1本心い疇る茎秤浅瑞t形成マ孔その発生初籾にほ両舜1か＆別しか＇T=い。茎

押む賂か、生殖技l咳‘化するが 原冷汲,~ ,今化するヵヽこ環吃年叶て利1卸する二と lス
可能とみられ．戎在 評紐fぷ徐ifi-:. ついし筏討 L-c.い'3.
叩かが玄己房え梵窄した斎済 E200ルヘ 、迎科寸下℃伐、ふすると豊官 fょ脊素視ふ在

在下 t もか:＾分化lmg、.:::.らfぷ W。し 力、 レこれも強む1クすと f二た ち`に同潤 L-r-

かさ形成Eるこなう。和免脊豆差い C失われr刃馴灰功積（ム｝ム心4m叫）
疇む下て形和れるが ir2l玄．澄光 t；釦生を失？ T可釦の改疇もTて
屯Iif只れるかのいつ＇れがてある。

2ユ゚C1ユ000ムx旺射下て同悼）的にかさ形式をス こなわせると すへで＾ ；〗沐
ル

か正名形胆のがマを生し．3. 一方，32°C1 夕booKxてはかへ乙力1."ff多也．へがマ
し生し・る。夏索釦圭 L r-::.t•町茫，とかマヘ甚全p てtァ此レ方核片と江°C ， ユ 000ん
、口炉 t函ひかて形成とあこながと 3と正ー栄全‘と生しる。玲竺枝蛉→ふ=も 貪`

＂閤ふ、下て＂ク枝した紐渭包を切？斯し をの府核片と含いふ下℃再ぃ倍!る

と釦哀0¥、ヤぃ母i和生 し、 内度屯酎和＼巧町げ炉籾卸してい 3屯〉が知胞項で＂

み 3::.と力 1・元啜？れる。

蒻も下 1.,・t味ぶ→沐0) 1豆託pと切町
｝兌屯レ． 呉核片~ 22°c, i.coo kx  t-:c矛クす

と麻核舌体と同様にゑ文日以内に向朗的

にかマ形荻とス・こ T~ うが生じたかマ 1本 ¢oZ

以上い翌和環 qヵヽマになる。かさの今｛し

の知 lま ． 茎炉枷したらル•U平”―
Rfil Aによって史見缶'1いれるが、かさ 0¥正索な

形衣に 1玄オ亥 1^乍用が必単t•ある。 3 2°C, 
f00 0か X°'苓｝手て• 11 . .:::. 0)ネ亥 0¥i噂 ”‘..
て1T= lTいられる o t•あ 3 ぅ。
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3D-10 アゼゴケの原条体上にみげら茎菜体形成が広望

稔、未可，）山元皓二 （東大・晨・蔑生）

吾類の原釦本上に数個の茎葉4本サ‘形成する場合茎葉体I計胞手を中心にしてJ農
状に形成される。 “HexeHring））と呼lずれらこの現象を解析するために｀杢葉体.k

1砂芽形成の位置）芽形成の能刀（ポテンジマル）について検討を行なう必甲ガあ
るヒ考えた．

本史、酸て＇は、蒼類のアゼ` ゴ ‘ケ厄ys°”itrl“m平他也竺竺を実験材料とし、芽を形

成した原条位について芽形成司（芽ザ‘/～2細吃の哺）の胞手1J‘ う忙端までの細
胞粒，胞手から芽＄での細胞数「tどを言1赴査した。他に．芽形成の『テンジマルを令

っ細胞全てを顕在にするために．芽形成を誘導するサイトカイニン（hui-zyla.如、‘ne
以下 BA と略す）で原糸体を処埋した。 処理Iさ、 IO —ヽ H の現U度の BA 溶疲0、 ZO;n/

を、原和本を希径したジマーレに添加するこヒで行存った。原釦本1す添加した凸地

で屹のまま生脅さセ，芽形成痔l4焦処埋と同様汀詞食を行「Jった。知の際芽の教

＼二ついても調企した。

屈和本1守．主系が生長し長く伸び た`後分枝が生長を制拍した。芽形威の｛立翌

について解析を行Tずったヒこう、主系と分校（今回さ／ ；処分校に限？ t：：：)1.::lす違い
が打られることが哨らかl::::..tJった。主魚 Z‘‘ずヽ ．芽形底時の胞手1J‘ ら先咄ま之‘．の細胞

敦を X.I 胞手1J‘ら芽までの紬胞数をグとすると、り＝ 0．96x-E砕しいう国賜直練
が得られた。 一方．分校で＼`ず芽形脱峙の分校の基郭から先瑞までの細胞敬を之1)

分校の基祁か ら芽までの細咆数芝り1ヒすると、 g‘=0.？／之'-3.60という回漏直練ヵゞ

得られた。このぷ うに、主条と分昧支て‘り回帰直線ガ具rがった1J‘‘‘、これらの回帰直裸

＼ず共に、芽形成のrテンジャlレを令つ細咆の位置ガ‘、フィラメ ンI-の生長ヒとも 1:::
豹批することを示唆すク市のであった。 これらの国帰直線_¥-;J:、13A処哩の有焦l：：よ
って＼内受仏し Tず力‘フた。従って ．BA 1さ単rずるWJ激として像かくだ‘げて‘ヽ ．芽形成、の位
面を類す夕の＼ず、原和本の側て‘あることが示唆された。

廷 ．喝和智e （発芽後の日数）を変え1..BA処埋を行「ずったとこう、4固体
の傍e.が進むにつれて 、BAに反応 lて形成する芽の1割本当たリの数が増加した。
これ l"J.芽を形成するフィラメ ンl-の敬が増加 Lたことだljl：：よるので＼すなく、フ
ィラメ ント当たリの芽の教の噌加l二令起因することが咀ら力‘1:::.「わた。す甘わち、

儘床の緊が進むにつれて、フィラメント上で芽形成のずテンジャルを毛っ細胞の

粒が増加すると考えられた。 し1J‘t.I本(/)7ィラメント上に形成する芽ば離れ
た位置かす符く、 I矛1ずl司じ‘位置に集ずっていた。

本租Z‘は以上の姉巣に基ブ‘き、主租と分校の芽形成の位置について、芽形戚

のホ守ンジマルが原余俸の生長とと令 1：：どう変化するかという聟、も1J‘ら検討する。
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3D-11 花粉からの不定朋形阪に対す 3勾必恥且四ヒ五吋

イシン蒻直着E
今村11阻屈立（麗い巧）

麟倅細胞分鱈とそ 4しにつ 7《 2 核見月の状餞(~戸直）の花物とも＼ l,1 夕/\''
コ約を迎、困的に NぬJ且培虎上で庶養すると、約肉の花おl1植物外上と l項「よるタ
イ 7゜の分袈 fl•印始し不定品ど形成す 3 。戸国目の分裂0\·起こ 3 うでIJ.~区、皿
屈狗で IJH ぷそを Bl加賃況誘導胆が｀I~ 要である。この胆 l可に尼物 IJ 伊れ吟
I召んの発達過程から Aだ四今乞梵王へとスイッテど切り恋ぇ廷叩鰭
戸。ミのスイッ十切リ虔‘L1躙認＼し和定目をの誘導胆叶和Im13靱告IJ. I呑
と人ど'「;さ fしてい「;し＼。

ーオ、花怖打‘ら0¥不定既形成 11誌尊鞘の和期9：：幼四（イ炉駆豆理・迫Iじh等）
t与L;ことで｀イ足進される：とか知ら dlてしI:3。

そミで我‘々 I1誘尊印初詞：：：莉に勾砧砂 4辺“ど与し矛定胚形成争に応 /j:''す

影智に 7 いて合目へ｀｀た。うた同芍に盆以恥ん仄a4を与 iた約内の ABA号を利l定し

た。その結戻から‘I音記1-::A B A ~短見訊ヵo し不虎母形成卑｀にふヽょぼ1影咽も詢へ"た

゜ 方知勾威認俎四 l]0、豆イマニトー（しを加こ「：：：：団ttに約を一（旦詞屯が
ベ‘る、、しで‘与 Lた。約のI荏養、＼凜く水況した後述約の索和音丸上で行 9 「：：。同呵：：

勾以認心が四と与 Lた菜戊赳峙的にサンがリング‘し肉生 AB A始の変勅と測定

した。 A B A IJを0Zメタ）一｝して汗紐役酸＼‘缶l＜菟釦夜からのジクロ Iしメタン分函1とT
L e,, _(S ¥ l ¥ c.o.. 5e. ¥ 60 f込S-1.l, ~ Iしエン：誹酸エテ↓し：酢酸 4-o:S:2)で良印 L E 
。定畠11-村‘スワロてトワ^ ラフィとイ吏IキlLた。

結果＞不定謎彬武窒ェ叩汲以ぶ池必 E24守I句から＼砂芍｛旬的に与豆：：：とで

噌nDした。 しかし 3日南以上＾久透lヰ甲惑ほ阻告効果と示した。 テた内生 ABA号
について 1'J、Q5Mマニトー 1しと令ふt音ttに痒わ‘べT：：：約で11-マニト一 1レこ含 iTかし1
憶叫疇n‘ べ＇「：：，的に比較 Lて 2.4-寺向で I'10% IJ¥噌ねが｀ょら丸T：：：。つ つ‘'＜ 2牛叫刷で("J.

両闘豆 (l¥ A B A号I:!乞鴛：：哉＇／少した。
ID-9HとぼH(/',AB Aで認碑鞘叶7J胆Iてどれいl唸芍向／ q狂訊 0)処理と行「よっ

た約においては不定吋彬餃 0¥1足遥サ`入ら几「：：。 ｝た 1司弔1：：幼冦衿1本の出現Iご喉す 3

峙l笥I)‘、ABA灼国（四疇）によ＞て短縮さい「：：。そ：：：で力1分袈 iでに尋了 3呼

叩麟したとこ 3A BA処理とにおいで誌埠態疇応い：：：とか＾確認でれた。
以上げ糸石見：： tヒづ` ぎ不告/=lt:誘埠甚釦：：：トIITるAB A (1¥i乍用（：：ついて考宮す 3。
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3D-12 佐綽！包耗穐 (1:L％ふ4_ 埠ャ且、写~) <l'¥ !? ti.危d'！得た
た粉枯＋りによ‘lT る免珠イぃ戎 1~ い発£見

悟升汎天 中田和尻長尾紐食 I’I尻沖麿

（年た中研）

細記認／ふ，て よ っ 2 て，、ざた伶ふIll 胞〗を示 2... Iさ 要莉綿茫の萩とともに 細胞覧 ＾ 及

心柑秘 （要，媒伍 ミト コンド') ?，よ乙` ） t i祠峙 1：：：取，I込ょ人「：：： I手オ， c".,p._~。とこ 5

が`、 S-氏ら＾ーN;⇔叫9 い̂0.. 晶 吟ャ g 年 U炉ィ必Y' 、M五込心3ら＾トマトナ『テト，

t 収 9ミ社叉＾ク｀‘ Iし— 7 ° ,.，長 尾＾ N心~-エ玉竿込ャ且、凸年竿＾ 3荏＾偽雄肥兼荏 2̀’
Fv•へ心o "'- I 干ぶ｀入 C..f -I-p)＾下す 7’‘ ユニットとマーカー t..I 2言凰べ‘tサうと

—在 ＾ 芙、心介迂 ：人キ、 ヵ‘祀或 I て、、は 、ヽ 0 V, ず恥おー文＾免吋パ年，吝 駐令 ~illRt. L碩

的体へ呉王 iる過我 I-:::井t冷、さ人戸- b‘7 ふふ、、,;i:. 丸il._今＾杞視が抑列 1永 Ea、
ヵ‘7.;'曼恙 Iこ 倅，翠屯雑稼¢ぁ点桑•よ 'I Z専尺孔蛉荘吻の f--l-p 

視払と訟吼りさ手》ゞ｀ヵ‘'I °'一誂と f寿た。

ねム壻

Iこ．

分芥 Iミよ '
,
 

．＇ .::: ＾ 
止エ均竿立恥ふ~ c.v、でいりは Tそl(～

Rしst:ĉ ＾倅、譴胞祉程退、1^ ざ7ヵ‘ら

に。花包，た型 ｀尭型，3

兒雑達 No,1 よ↓ーレ‘'そ^

lこ見也 tiJ、、ガ＇` No,1 1 Fュ

中田

…̂‘̂心-gり,._ヘ L
ら のう~弐＊ 1::. 交っ

凶` tab紅-心 ， 旦9 mgt心人

込肢受粉と‘‘得た Fュヒ氏牧囚る L

し、 Id-翠入が‘認ぁられるの

O 中階！荏と茉

に対

L
 

N冦ぷり、-← Y心 t‘<^ ←へY.

足粉札物 9ィo漆を嘩

親 2‘よる店閾

た t、足型しこ余，1
花粉槍吻ど｀ I3

し

差斐

な入

8認ぁらト 芍 し9。

昆粉拉物］よ '1、

点、屯込 永危pとよ‘ミ ’よ う

函森し誌ぷ主 によ

と、

') r:.-L--pi__荘箕

I卜寸 7‘‘ ユニ、，卜け亥應佳ふそ泣） ＼さ

ず 、 且 :y~"'tー、一

碑胞雉逹．ゞ

枝紐令＼しい

込．託屈-竺ヽ由え．^ ポ '1

よる箕消包 1吝

ヘ~ 7゚ 干ド‘片＇哉注

位の S令因阻ー't

ヵ，レ市‘キシメ子 Jレ心役．箪也

＼＼牙‘Kも

絞 イ^ぷ

qィQ店

こ

且、叫＾竺竺

lこ，、る。

（茎吋沿遣ィスう？訳)t:..今芥 I ~ J/-る t....7位俗 /,I ふ

正型こ:み l) ．之位体 1こ 且ヽ心ぷ-羽 2'、J,.. >に．しころガ｀‘ 玩に報活（た揉

に、競＾体緯肥粒祖 N・，1乙‘1J:. .ti、t心心～へ型 cr-サ 7'‘ュ＝ットのみ 9'、使出ヱトてい

-9,. この＄曳がら ：欠の 提 1こ危 之る ::..'<-b‘.、2.，、 王さ．倅ヽ韮記琺莉 し‘ 91 i’＼小ぢーオ o

総芙全ィ年 泣 il_ よしゃ‘於邊—\_ Ub‘つに0--1;;,: 汽方-翁ナ案：店中ゞ心ぼり年玉生凸森ど‘

史仝 Iこ丼符 I 卜にがら 2° Ìこ rよが :,た・少くと屯 、足蛉中 I"-1;;_ z_我の英合4年 が‘ふふ

欧紐失 ¢‘ I己 凪ー、追）を中こ土花幾-芙卦遵ミガ｀、 I記弄 1：：発颯りる

—葎の要染体立危ふド｀‘ 牟聡 q る こ と Lrょ-,た n

凶、……1'，-

いた。 これ l吝

t... ，、ぅマメう ・1:1さ r↓< 

さた

たことと寺、

下す 7"ユニット

し，、にー・と二 ら

::.I::.. I~ 困紅こ'‘ よる巨ケ I文｀

d ヽ
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3D-13 偽貯睛にわげるィッマイもの払科名性の夜約 1：：： イし‘<

0名囚え／火羽炉手／瓜谷御 2 （い大・役・生化）

吋ヽ‘／マA仁池｝いい飯か‘切的偽芍t伶叶る乙 、ミトづ／ド I`lアの莉1、介’'11 L-
I -Iレn生お成 1こ内身寸 6味床の生お郎及ひ‘‘柔‘l1 t- l -tレの生威名の瑾象ガ‘・わこ

ん。てして：： n 1も仇I1切祐 L印§|：：-r7午｝マ Aンパて処錢すら ：乙によ＇）灯省 l
ざれるこ L介｀ら払昂レベ I`レの糾貨t屹叶ているこ乙ガ‘わかる。す f二： いjイ切釘仇
約1-:Aキぃ Riv'A逹l1tl1祐佼/l.Bな国 1で壌卯し 、J.、いし心‘か')、 pclylU) unbound ・ 

k /,/Aの右成速危Ij.切的佼IJ..“i1‘哨如 LJ.-直翁ケ L、 f°lycu) toumd KM Aの

麟速Jl,1切釘牧し匂叩 9‘‘噸印し y/...牧拉ケすらが、 P゚l'IlUJhound 尺NAの右

恥也肉 I4が'I(U) un bo und K NAの右成速復の知絡1‘'わる こLか` jn. vi V O tJ)炭
鰊て 元`？札た。そ二で‘・｀ナ邸乳べ'、117ロマケ ン凡び尺IVA水＇）メ 勺/どの徊力‘6::.. 
のは的低名 1-::.lt-ぅ枠径和生の呪触の総帥燦柏也伐1Al f-＂べ`‘、ご 二に積名すみ 。

粕針厖紐L切劇餡節から謡製Lt-狩何枡製7O'1ケン澳hたぴ1れよりの司希
lt.尺NA rt•'I メ 1 -ビ邸柄t困い、3H-u /'1-Pが‘1'c.A子多炉距邸01こ奴 '1込iれる
移履 t衣め、転科傘昧也諷臼ら しn庇屎、70マ牛ン塵Inべ‘l4切釦伶 ll睛園 i
て‘｀ん聾旦多叫1噌叩 l レい免~ Iり［名。 7l lて1の大枡柑t1K NAポ＇）メう ーゼ‘1足

びJt-1-::.Jるものであった。 1乍切印偽喝1-::-件う捗身名 ＇叱の便動Iこ吋す るC.Hエ祖理
の彬官を練炉 Lた蛉原、丸の吹勧I1CI4エ匹環IこJI) "L,lj_ I::..打拌’lでれた。そらに 7

ロやヤ ンゆ姉乙両希l区 tVA ~ ') j..勺/ゼ‘餓hの切釣偽税lっ虎ぅ捗＄鍬性の列拙t
比晩純祖 した粍東、叫いjJ也弁 し名。以 J:._の耗兄より 、切釦偽嬰じiい RrvA凡‘

11メ1- 、 じ ｀ エ丸が狐 I ~ J る賂年わII生の 1ll釈が疇 、 俎兌 ~I加の哨印より心む し ろ

IZ w Aがり メ1，也‘‘ 1江 ‘のた NAゎ成 1こItI身すみダ ン）ぐ？咽の de nova 合成によ

らしのも劣えらいる 。i乍、K NA斧 'lメう/ゼ‘JLにJる聾身豹虚 l1らい 、切釘に

庇ぅ梵勧t7日マ介ン度なべ'1j痢簾1-::.'1‘う` なか，，セたの、PE A E -ccl/u/o rそ i
印 、（ 肥の紙i乙な緯寸み こLによ')1のt11的偽瘍に往1役割t叫磁1こし、さら 1-::.
RI/ Aボりメ 7/ビ‘の防素洋約 I性質1:::.つV‘ ても液祖する．
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3D-14 コムギ積手旺 7a -::zチ ー／咲白質について

0杉 11) 丸 ， 伯？禾喜美~ (北k.3翌．紘）

ぶ和釦如 1i11るふ叫弱発規棧和糾 8月す 3-1度 't Lて. 7 Q マチ‘ノしべ IVt." 
の詞升，こ．ヽ ．点をあて苅洗す 3こと l1重弓であ}.

既、 1::.、 各田らによ，てコムず月王 70 マケ ンのRNA合氏5月ぴ沿 叉 a
}'1 が‘，~牙？丹伐 l811奇

”1  1.. (1 （らく打給1J 1 れているが‘. I3 91 9。1j・人fi.gしく 9洛9Pするこ 'l, Cl/、 I入l,.:..̀  ::.の
銑な ；切生 ぶ 主ド？、フてぅ、ノ“合の非とストッ令臼kiによって知；｝ 1孔てい｝こ 'l:{:I-) 
ぶ f氏も 3 いて V'~. 今ヽ， ｀れ‘ q_ I!、 7 0 マチン 9 1り出ヽ に S,・....。....°"13叫 er (i't ?ヽ）

の方 ；t._-t If}いた．ます'. ::. "方私 り 3,,r'lf： 7 0 で分 ンの 1tすf過杜'"li 11 3 fZ N A 
令成5「空が'Lの屯ィし tt 0 3., it呆（／）し比 9這打 l｀ さら，：7 0 マケ ンにな RNA 
木・’Iメラ ーt＂によ 3R NA な成• ;~,f'土し？ 0 ?うレのオi土 9 度4し七詞べた． 1た. 7 
oマク ノ` 0) R N A §1、5丸 ｝生 ttmf lてい 3し柱江さ 4 3 ? 0 2 イン蚤臼貨 ì ? ‘`‘ て
t畑査 lfc q 1.・・松千 い飯／i伶づ l • 

上比のう ぅ広2・・14らム r:7 0 マ ケ`ノ ") D N A : tスト v:非ヒスト ン蛋臼笈 の重
量比 t;J.. I : 1.1 ~ I、J ・ ‘ヽf~^ 7 2い花牙過社 1こお 11 3屯,ftI 1-、卜さい。 つ＾ f'`胚牙から

飼駁 したRNAボ リメう一 t＂ドよ 3月王 7O "l 1ノ` の R メ A なぷ鋒を迄，｝＇王 ，1． ，1tf, ・̀ 
｛fいる l <.名 9"する． こい（1乏195の秘各 し一gt1 3 しこう 2"あ 3, 7 0 マケ‘ノ

に社な 1 l R N A、1.,) う- も^に よ 3R N Aな瓜・丸社 1l. j...ll:J胚とな1128J r..旺
-z・低<.. 砕 939月1/、1;？土に噌 1JP.1 l • ;i;，社 1ヽ？2,1?o, 2-長たヒな＇）、花＃ “})11,"I di 
ィfi'"f§ 各す l • i:.:. 3が 1t 13  ～牛日，こがI12 j9,j ;；，｝王ケ．，ぢヵa lで 、、J'"'l かか

ゎらず 7 0 ~ 7ンドな RN A,1-'リメう - C̀;i,｝生 1;1.千浜｀t7. ヽヽ t=-． このこ 1c I l. 7 ロ

？ う‘/}： 合RNA if..• 'J メう 一€｀ ；と，｝士の主ィtし？ 0 2 4 ‘ノの 鉗を ；も社 の変化 'lC I よヽ~ ;・ 

lし｝1た1ii,<f}，．:.しt/1 •生している， 舒q；仁社 IL じ'. 7 0 マケン社な R tJ A 

1・・'))( う一 包^；g，｝＇王¢石 （＜ 晃な 31--花チ胚し？ぇff3aj1J.えの 7 0 之ケ｀／の全9屯，｝王

1、.')ーしーリ ゾ`‘ノ し，“:ら料．` DNA分月f科素，:M11ifJ.・麦社、雹雌紅床令-3，幻名
9 枯主的 11社 t,t9たした．その i；界． 7 9 でケ` ／ 9 体．上か花iステー";1・妥ウ＇）、
R,.; A Ji, t ;t、}＇1:に大 1 < 1ぅ屯'l 1. い るも っ しみ i.. ~ or¥.. }.  

7 o々 ケノ` を 8度が 、 9tf過 iz.・・ も t <克拿ヵす 3 7 0 2 うツの R N A 転'~ ;~社'L

の飼祈':重要 rと役割 t；反L"てい 3....おえら＾．3. そこ z.・・. 7 0- "i! q ン か うA4N庄訥

I・.可ふ庄のを0"i℃下 湛、社 ，， 佑臼賃 t分ゑ （、、tい屯外 tf:, D,5．不・リ 77 ,IJレアミ ド

ゲルを負 ;"/}I：が，r．分が1t、柁芽過庄，こ，，，げる 、文af)t 紐＾• (-:-(l/• "l. -, j!且 ．分}昏

J1、cnn,J 田、～っ ノrク、のウ のエ•ヽ1 ぺ 7• 9ドが禾咲9,玉1c7/: 1,I..り9うI日 1 2- 9 月L,:11度1,1 Iこ
科在す J,,,: 灯 l て • Iガ}{J7、- ＂ ，1` ・リ＾•7• ，，/~- It f}在セ f lら1々 9サraj•J、 fi,:

広9見1 3。tr： 、 とストン H I.... 9届差 ，｝’£非 t. ス 1-ンを臼名が花12- 13 J公 fi斜 クヽ l て
い、 9 0・観た土いた。 このょ 9I: 1す足，会白笈氏～分は 1i1,こ-1f, ても（＜麦勧す、

合‘. :::. ＾ ぅi釦す｝ぶ分の茂りも 't..l.,: 7 0. "l,, ン')RN  A,ぇ‘；太，が£しっ fメ1Jし1;t現在
の 't- ::. 3 +-硝 1^あ リ、 今ftりiいiでみう。 U) P|-尤 Phiが4．旦： 49?-ro/ 9ヽ97?）

(2) ibiん． 旦 ： /0 Iヽ ー／0.2／（197 9) （3) ibid..． 4ヽ： 9 90 -？g r くヽ9? 9) 
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3D-15 葉緑体夜―そ t1)培遍1せと萩分裂用期

翌岩席祥 鈴木和•二·河野雨行（基生研 ， 紺胞生吻）

産緑｛和の発生 分裂噌碩の視様も解明すること tj. 埴吻生理浮、呼 1て光合霰主湮

浮の甚礎的且つ重卓な研究課題てあみう。本研究で11 これらの問薩の解明1-::「オ

lレ刀＇‘ネラの該と 7''Iム ..Jの概念を導入し統一的に説g月すらことを試みた。立且こ ・

約 1和祠 (lo門 Z四綱）の植吻の全｛本あらい lふl、面片にし Ta母rJーど＇を 7'1レク Iレ了

1しテ"tドを合しTてUBuffとヤ-S (Suzuki 竺 .JI秤 o)内て＂、おしつぷし国足レ ．改哀

DAPI法 (Kvro:wa ヰ '11_1q四） L，＇峻邑し 、悟其衷した 。足 lて 1必写に応じて ，葉録｛本枝（

ば店を）の凶A量を定量し T<(K四 wa立叫 1q四）。経且 ・検魚し「て全 zの碓吻のフ弓
スチド＇と母緑｛本 Iicか萩をI希しでい Tてc 叩細胞、胚乳細胞 r/) アロフ07ステ f!!-JJ I｛国の

最小の ct栽（ミニ Cぇ4亥);合にて'’おリ、 その陸光量lよT47了ー;.;',~等し＼ I fJI Ifか

に7クい程毎乙'’あん c しーの C大ーネ亥 II袢子形氏、 咋、瑕，脊弄の過杜7..''.DNA暑の心clod叩枇a・h'c.t1

Iてよゐ 7～守倍の嘩加をとも r.rいりか’'ら｛杉項を 9曽尺、rてん e 力 1く光 ǹ'賭、射ざ孔んと、
光／含坂ラメラの発達とともに、大 、キな 1｛団のは核 IJI刀汗孜し 13じ1める c 虎全に成熟し

Tく恥US'；C.aの産緑｛本 Z̀＇は約 14~2別固の ct栽ともつぷうになら， そ札ら(/)ct板IJ if札そ＇

札内ーで、直経0、4,uい叩 1球形であリ，ミニ ct萩に酷似、してし I0,棟．3形成、咋見淮

芽 、妹化のそ Jしそ＇礼の過程て 、7゚ラスチドの分裂ワ＼溺澤、てJしに以 .tの鈷屎ふリ ．

ミニ cK核 1J最小量の Cオーザ／ムを合にて＇いると店えら札ケ分夕国 、 ・応熊し「丑ム辿四

血 h柔緑｛本 1ぷ約101回0¥Cf該 8待っていみが＼細爬＾庄長ととも 1て そ↓しそ'Jtm本
積が噌し ．ch10~pla叫 ki吟直前 I,'tIIしそ＇孔応氾裂をし約 4of直「Jん c 次 1叉/0(国す'’つ
4っ疇和体1-::／分配さハん。 I繹 l棗し［ a-該1よ亜鈴形とならし稚似 .1)C.げ註It

1J.柔和和＼＇＇ z分裂をけ脅くの陸虹植吻、 Crypr” 叩゚'1.£'パ ’.1)桑魏でもみら」し「豆

呑緑ぽのを生と分袈用馴過mc叶＂ ／ムの考えをもとに jとめ「：：：ものが国 1である，
直：植向IJct-核のサイズ、数 ，分布 TJヽら ';;,戻(/)>71-Ci(別さ A.I-:; (回 i)。①世

紐和月に内一に分散し「-:::.a該をもつ硝吻 (SA-type)。力くの宦環吻と殊ふ ⑦

mo"1 ●●<>d D』v,●●on P I•• いd Diviuoo'1hlopl●●,  o,vi●loo Chlo『0pl●●t Dょv・ •1On 

知の Ct核をもつ植物 (CL-tne) " 
Cycle.  Cyc l • Cycle Cycle 

パ°ぇR,.,..＠愚
しa叫 ’um 、Iずヒにと＇’の丘呆 ，ヤ易豪、⑦ ,r虚墜⑨ SA ty匹鬱 ：：i：二1:1汀「二；；／

ヽ．hl-S□: {os t;t.pい9t ④に°レノイド＇の周辺 l：：：：局在し「：：：：ct該 E
@。。9ON：＝口ロ：ロニ三）
図I 兎綽｛本の椎類、 三 二 C 在;かかいらず＇甚庄的 l"ばこと 1よ

戸 In,袈Iくとも心う (l9 し‘u9’:,•こ’9995 、OO•゚ ゃ ＿ ,.[ 「和椒手のゲ）ム 1Jい合坂霞の哨nnlて
“枝乃げ）ムの変化 Sl’-999̂ ） ＠□ 兒立つか、もしく lょヒもなって薮IL遺

（五 山, |00倍 l＜弔袖さ札る」ということ［ある、
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3D-16 イネのリポソーム RNA遁i云子

和創恥’ム，大野哨が （国立遺伝研、ぺ表杖研）

組検た DNA枝術の育種への応用をめざし、立ち遅れている植物のit,¥.:;遺伝序

的研呪を間佑し f-::. 。 1 ず、植物の遺伝チ重榎とその構At胡べる 1~ め、隻榎の 9月り
?、 （J-̀YRNA遺伝子の検払と ／介雄を杖‘みた。イネの核ょ I}抽広精製 lf:.DNAを、

剥限嗣素巳oRIで完全In'解し、 9、ク～ ／劣アIJ‘‘ ロ-スゲル祀気珠勧て｀、今函 tf:．ェ
ケジ` ウム・ブロマ，，ドで濃＜吸まる Iゞ ンド、 ‘ヽ¢、 r.'l．r、2 、.r.0 . /.ヽ メがダル

トン牙が検広された．将 I:::r、J. とr、0 メがダルト ンのバンドが顕着で｀あった。ササ｀’

ン•ハ 1 1‘.'}ッ ドラ去で訓べ、々 と、 イネの細胞質 UIJ'p)2夕5および／7SャRNAとハイ

7‘‘'）ッ ド形劇すみバ ンドll. !". zとs-.oメがダルト ンのバ ンドであ， f＜.、、 (7)面バ‘

ンドの ぅ農fl...比iてイクロデ ンシ トメーターで求めると（下団参照）． r、2 メガ‘'ダル
トンベン I-‘'(1イネ全 ONA量：の約 0、og 名、 r、0 メ9，.ダルトンバンド 11、i90、I.( 劣
であ-,f<．ィキのゲIム量（／．わ6x /91.2ダルト ンI;:;.. ｛名伶）よ‘)｀ イネの rR N A 
遣／和子の数(-;l;:;. i合／本当ヽ） 8四コピーと箪出でれf-::I)o 、ヽの低l'l.ハイプリタ` ・イ乞'-

シ っンクビク心 、索より得られた他の植物の rRNA道伝すのブ C° —牧と氏べ｀ らとかな

') !奴ぃ．

一方、 ｛ネの全 DNAを同楳lミ印oRII/J'--絣して 1'it-莉すると．紅メガ｀ダルトン
の濃ぃバンドが~IJ)'Iミ検瓜され fく、 ミれは細肥賃由床の反伐嵐9,jDNAと劣ぇり A
ク． 4 弁のようり‘ 硬ぃ采がら乗緑、係~を／介蘇1 みの ll 柚めて困昨位で｀あんことが ら ：イ

矛令 DNA1~、 ""n n‘ り、イネ梨係係P>r f<.. NA這依すを、タバノ棗緑体の (5/jip)23メ．

I 5ヽおよび f'.SRNAを7°0 - 7`、 と 1 て、サザ｀ン•ハイブリ ッ ト．． ！広て1全出を拭み fこ．

綽泉11. 7、 t メ 1J‘' ダルト ン の和oRI 凶消 I~ 3椎の rR N A這伝子が1tf土しているこ
とが明らか 1くり‘7f: :,.)． IJヽ 皮から抽広粘製した全 DNAについても、イネ ii)名合と

ab c 同梯の h＼材をし f-::とこみ ．担肥慣 rR N A 
道伝3,15.2メガ‘‘ダルトンの faoRI凶片 I:.

t f＜棄緑伶rR N A遺伝オは 7.0メがダ Iし
トン fJEco R 1約片に表-,て I'みことが明ら

か i:な 7 1~. 

1) K. Oono & M. Sugiura, Chromosoma (Berl.) 
in press. 

2) M. Sugiura & K. Oono, Plant Science 
Letters, in press. 

左図 /;J:. イネ板 DNAのEしOR1／介解牙勿のア

ガ` o-スゲ‘ル電気ぅ釆動のマイク 0 テ`＇ン ント

メータ 1：：：・よる卜しース図 a: E(..oRIーイ

ネ DNA-tE(.oRI-AD NA、 P:EしoRi

ーイネ DNA、 c : Ec.,oR1 -A DNA. J:.... 

よ‘)下へ 7永卸，
223 



3D-1 7 タバブ菜、綬係~ク 、 s sおよか‘`r5,｝ポソーム RNA邊I豆

の全点基飢列の決定

。あ岩交維、1炉藉昌弘（日立遣依吋介子遺伝祁）

羨緑体は紐胞質し夭 3ざの異な h7心’')が＇ヽ／ームを行してい h. この 1ポ ／` ーム

には Iヽメ 、235、 f f R N Aの他にあ牙植物に粁異的なり t.SRNA穫が存 11.-L、

1t.S11小亜粒 31:23 S、 5 ＄および t,t.s,s'RN A穫 11久亜炸子に由来すみ．

教‘々 はすで 1てこれら羨緑体リボ‘ソー ムRNA遺依チの構造を緋;1fT1る日的イ、f
バつ棄緑i#’Jボ` ／ヽーム f<.NA遣／云子を大腸面 7'クスミド pMB  7をべ ク`？ーとして

シ 3 ットがン疹でク。ーニング l` ‘、 t1.'?')が／` ーム RNA遣／云子が／つ t.・ -,・つ

16 ;{...,.).3 5 →り~ 5→ r SのI,}負1:＠びJlて 1 るヽ嘉、 Iヽ Sど 235の闇 1こは、さ勺 I.2 X /0、

ダルトンのスペーサーが府在し． 235と夕、f-sの問 Iミ119. ? x /o‘9̀｀ ll..-トンのスペー

サーがれ在すみ亭などを明りが 1:（1. 9 f:. 

そこでゾ今国さりにク、夕Sおよが .1,s'RNA遺伝子の詳細 fJ‘筏逹およが乾視微積．

でら,~衷緑｛本の進化的起源を採ら目的で ． これら向遺伝子のみを含む紐頷た 7'クス

ミド (pT C- 7) を作奴し 、 この 79うスミド DNA  1使ヽ 1・マ キサム・斗’！レ I<’- 卜？去

で` “夕 S、 S',s'RNA遣伝子およがィの進傍の経1基ヽ乙利（約 79ヽ 点店対）の未定を

行 f，'っ 1-:... クガ “‘rSおよか‘‘ .s-SRNA遣I豆（つ-ド祁位）の正埠な位凰を決め
るため、ikオれの RNA  1:フいて 51瑞を 14 禾•'J ヌクレオケドペナーセ、、 と r-''P­

AT Pでウベルし絨素戎て‘̀、 1端を Tlf R N A,) が｀ーゼ‘ と r— ”P- pCp fうべ IしL.

必必令？衣で＇末瑞構遂を未定 lf~. 

（終泉〉の L/.tS R NA  11 10J;;J,..基より、 r S R N A II I2／福碁よりで＇うており 、

ヽヽれらの南 RNA遺伝3のr月に I'l:,dtJ少＆碁対のスベーサーがれ在すみ． s-5 RNA  
1,}-子内にはかな')(1)相楠 的`地基対をつくみ積逍が見られ 、1h'）f< f-:. 1 k fく構遂tt 
らと思われら f'IIミ対し ．4、tS RN  A中には相袖的点姜対は 1まとんどな ＼,.

@1/..fSRNAのコ-F祁位の下矯成に 1”"孜生灼々真板生莉のタ- ミネーク一 祁

位に椅徴的な榛遂が見られ（ぇ回国転ク寸炊、構速） 、その千戎妖 1::.11 A -T Iミ畠ん f：：：・

長、、練迅 l構逢 、さらに 2 回虹い寸称構逍が挽`"1 、、 T：： ・

① t SR  N Aっード祁i立上流戎ドはバクテリアの 7° O そーター 祁位に見られら綺依

的な歩基紅列 (t°Aり:...,..,- h-r.) I：：頚似し f:.槙逹が見ら rtf:. 

＠ぐ ,sRN  Aっー ド祁位下｝免玖｀にはコード部位 1こ々ってん年と？¢¢構逍、ターミネ

ーター祈3位に唸徴的なぇ国回彰、対莉構：造．そ Lて非常 IこA-, I：：喜ん「く構達が統 ぃ

1いた．従-,てこれりの疹甚紅列の決定がら 、 t'SRNA遺伝弓 I1. ti:]有の 7.o毛一

ターを有し、 サ、ts遺／云子（おそらく 235 ̀  /6 S遺伝1を含'?)と I1修、立して彰、号

でれでいらことが千想さが f:.

でらに今国桑甚釈 ~,j f吠定 lf：：タ S RN  Aを使い 、麦矮体の進化的位置々起源を

作足すら日的で・すで 1：：絞告でいでいみ !.5RNA穫との比較g1行， f：： ．1(T)絡泉衷

緑体 l$ RN  A は非祐 Iこう ン条の塩碁紅列と殺似 Lている条を知み条が T3 f:． こ

れ,1棄揉体がう ／`疫起；tr、fざとする共生説を支柑て｀う` る．

224 



人 名 索 弓I

沢

芸

川

山

ぁ

田

赤

安

明

秋

浅

浅

浅

浅

芦

井

田

阿

天

有

見

水

原

部

笠

賀

し‘

島

上

城
賀

飯

伊

井

井

池

池

石

石

石

石

石

磯

碓

井

市

出

伊

伊

井

井

井

井

井

猪

今

ロ

内

上

川

川

川

田

埜

谷

野

田

川

井

藤

藤

上

上

上

上

上

川

泉

誠

浩

純

哲

摂津子

正

祐

敏

郁

克

昌
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